
今月の主な内容
●市役所機構改革…4・5 ●市職員人事異動…6～8 ●タウントピックス…10 ●タウンインフォメーション…16

�

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲夏本番! 改装工事が終わり、きれいになったプールで水遊びをする九会小学校（松田辰子校長）の児童たち。

特集第23回サイサイまつり（2～3ページ）
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サイサイまつりのクライマックス、1500人の総踊り

特特特特　　　　集集集集
第23回

加西サイサイまつり

今
年
も
花
と
緑
と
太
陽
の
祭
典
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

１
２
０
０
発
の
花
火
に
１
５
０
０
人
の
総
踊
り
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
友
だ
ち
や
家
族
み
ん
な
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

交交交交
通通通通
規規規規
制制制制
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ

当
日
は
市
役
所
周
辺
の
道
路
を

通
行
止
め
に
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制

17：

45
〜
22：

00

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

知
的
障
害
者
「
自
立
の
家
」
建

設
資
金
づ
く
り
の
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
す
。
バ
ザ
ー
物

品
（
日
用
品
・
食
料
品
・
雑
貨
等
）

の
寄
贈
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

７
月
26
日
（水）
〜
８
月

４
日
（金）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
付
先

養
護
学
校
（
電
話
48
│

２
３
０
４
）、
社
会
福
祉
協
議
会

（
電
話
42
│
８
８
８
８
）

募
金
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

読
売
テ
レ
ビ
の
「
愛
は
地
球
を

救
う
」
に
協
賛
し
た
募
金
活
動
で

す
。加

西
市
に
も
「
か
た
つ
む
り
号
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
リ
フ

ト
付
き
バ
ス
２
台
が
寄
贈
さ
れ
て

い
ま
す
。

ボランティアさん募集! ☆浴衣の着付けのできる方 総踊りに参加する外国人に浴衣を着せていただける方を募集します。
問合・申込先 加西市都市親善友好協会（��８７０１）

募
金
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を
!

8月6日�
（日）�
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催　し　物 時　　間 場　所 内　　　　　容

① オープニング式典
市民ゲートボール大会

7：30～ 8：00
8：00～12：00

市民グラウンド
加西サイサイまつり開会式とゲートボー
ル愛好者によるゲートボール大会

② ふれあい広場
青空市場、チャリティーバザー、得・トクカー
ド大福帳大ビンゴ大会、子ども木工教室ほか

8：30～12：00
市役所
職員駐車場

新鮮な野菜や花、日用品雑貨が勢ぞろいポイ
ントカード企画「得・トクカード大福帳大ビンゴ
大会」、夏休みの宿題に子ども木工教室を開催

③ 子ども会親善球技大会
ドッジボール

8：00～14：00
加西市立
善防中学校

元気な加西っ子が集うスポーツ交
流の祭典

④ テレビキャラクターショー
仮面ライダークウガ

10：30～11：00
19：05～19：35

市役所職員駐車場
メイン会場

ちびっ子に大人気の“仮面ライダ
ークウガ”が登場

⑥ ラヴィ・サウンド
フェスティバル

13：00～17：00
健康福祉
会館ホール

アマチュアバンドによるライブ

⑦ 募金ステーション 随　　時 メイン会場
読売テレビ「愛は地球を救う」に
協賛した募金活動

⑧ みこしパレード
（子ども会）

18：00～18：15 メイン会場
夢と希望を乗せて色とりどりの子供
みこしのくり出し

⑨ 三世代交流おどり
4・5才児　園児　約250名

18：15～18：35 メイン会場
かわいい保育園児と、親・祖父母
の三世代参加による交流のおどり

⑩ 兵庫県警察音楽隊
ドリル演奏

18：35～19：05 メイン会場
兵庫県警察音楽隊による軽快なド
リル演奏

⑪ ミス加西の発表
ミス加西・ミス根日女・ミスサルビア

19：35～19：50 メイン会場
躍進するふるさと加西の使節とし
てイメージアップに貢献

⑫ のど自慢大会の
キングとクイーンが熱唱

19：50～20：00 メイン会場
のど自慢大会最優秀賞のキングと
クイーンがやぐらの上で熱唱

⑭ 和太鼓の競演 20：30～20：40 メイン会場
「播州加西あばれ太鼓」愛好会が
勇壮に演奏

⑮ 花火ショー
（企業協賛）

20：40～20：50
21：10～21：25
21：45～

メイン会場
夏の夜空に彩りを添える豪華絢爛
な風物詩

⑯ 夜　　店 16：00～22：00 メイン会場 約130の夜店が出店

⑬ 総踊り
連帯と協調の和
国際交流

20：05～20：30
20：50～21：10
21：25～21：45

メイン会場
加西音頭を中心に踊りの輪でクラ
イマックス

⑤ 子供エアロビクス
のど自慢大会
（歌のキングとクィーンを決定）
（民　　舞）

9：40～10：00
（エアロビクス）

10：00～14：00

市民会館
文化ホール

文化ホールにあふれる熱唱と興奮
が観衆を魅了（審査員　大野正雄氏、
ゲスト歌手　相田かよ子）
・開演前に子供エアロビクスダンス、審
査の合間に民舞を披露

※メイン会場…市役所来庁者用駐車場

──── ササササイイイイササササイイイイままままつつつつりりりりププププロロロロググググララララムムムム ────



　加西市では７月１日付で、７部１室１事業所を６部に統廃合する大規模な機構改革を行
いました。今回の機構改革では、組織を簡素化することにより、流動性と迅速性を向上させ、
総合計画や大型プロジェクトの計画的で適正な推進を図ります。�
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　市役所内だけではなく地域の情報化を図る情報推進室、少子化対策やボランティアなど男女共同参画のもとに行
政が市民と共にまちづくりを進める市民参画推進室、そしてこれからもその深刻さを増すであろう環境問題に計画
の段階から対応すべく環境対策室を設置しました。�

�

5



6

（
行
政
職
）

【
理
　
事
】

理
事
（
市
民
参
画
・
市
史
担

当
）・
藤
元
昇
（
総
務
部
長
兼
有
線

放
送
事
業
所
長
）
▽
理
事
（
環
境

担
当
）・
田
野
操
（
市
民
環
境
部
長
）

【
部
長
級
】

水
道
事
業
副
管
理
者
・
浅
見
健

（
水
道
事
業
所
長
）
▽
企
画
総
務
部

長
兼
有
線
放
送
事
業
所
長
・
安
富

智
彦
（
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
）
▽
財
務
管
理
部
長
・
柿
本
弘

道
（
財
務
部
長
）
▽
市
民
福
祉
部

長
兼
福
祉
事
務
所
長
・
栗
山
征
三

郎
（
企
画
室
長
）
▽
地
域
振
興
部

長
・
後
藤
健
次
郎
（
経
済
部
長
）

▽
上
下
水
道
部
長
・
福
井
勇
（
下

水
道
部
長
）
▽
消
防
長
・
仲
田
誠

（
消
防
長
兼
消
防
署
長
）

【
次
長
･
参
事
級
】

企
画
総
務
部
次
長
兼
総
務
課

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

加
西
市
職
員
の
人
事
異
動

7
月
1
日
付
で
行
っ
た
市
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
度
は
、
機
構
改
革
に
伴
い
情
報
推
進
室
、
市
民
参
画
推
進
室
、
環

境
対
策
室
の
新
設
や
、
部
（
室
）
・
課
・
係
の
統
廃
合
に
よ
る
異
動
に
重
点

を
置
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
面
の
重
要
施
策
を
担
当
す
る
理
事
職
も
設
置

し
ま
し
た
。

長
・
吉
田
甫
（
総
務
部
次
長
兼
総

務
課
長
）
▽
市
民
福
祉
部
次
長
・

渡
辺
武
美
（
福
祉
部
次
長
兼
高
年

福
祉
課
長
）
▽
市
民
福
祉
部
参
事

兼
社
会
福
祉
課
長
・
能
瀬
肇
（
福

祉
部
参
事
兼
社
会
福
祉
課
長
兼
地

域
福
祉
係
長
）
▽
加
西
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
派
遣
（
市
民
福
祉
部

付
次
長
）・
柴
田
猛
義
（
監
査
･
公

平
委
員
会
事
務
局
長
兼
監
査
･
公

平
係
長
）
▽
地
域
振
興
部
次
長
兼

農
村
整
備
課
長
・
高
見
登
志
男

（
経
済
部
次
長
兼
農
村
整
備
課
長
）

▽
地
域
振
興
部
参
事
兼
環
境
対
策

室
長
兼
斎
場
長
・
織
辺
豊
昭
（
経

済
部
農
林
共
済
課
長
）
▽
地
域
振

興
部
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
兼
ふ

る
さ
と
振
興
係
長
・
森
本
正
光

（
都
市
建
設
部
管
理
課
長
兼
住
宅
係

長
）
▽
北
条
駅
周
辺
地
区
市
街
地

再
開
発
組
合
へ
派
遣
（
都
市
整
備

部
付
参
事
）・
長
谷
川
和
史
（
水
道

事
業
所
工
務
課
長
）
▽
上
下
水
道

部
次
長
・
深
田
敏
春
（
下
水
道
部

次
長
兼
管
理
課
長
）
▽
消
防
本
部

次
長
・
山
田
義
幸
（
消
防
本
部
次

長
兼
総
務
課
長
）
▽
消
防
署
長

（
参
事
）・
金
田
一
彦
（
消
防
本
部

予
防
課
長
）
▽
監
査
・
公
平
委
員

会
事
務
局
長
（
参
事
）・
松
山
茂

（
会
計
課
長
）

【
課
長
･
主
幹
級
】

企
画
総
務
部
企
画
調
整
課
長
・

筧
瀬
津
男
（
財
務
部
財
政
課
長
）

▽
企
画
総
務
部
情
報
推
進
室
長
・

小
山
映
（
企
画
室
副
室
長
（
情
報

政
策
担
当
））
▽
企
画
総
務
部
市
民

参
画
推
進
室
長
・
岡
田
盛
英
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼

生
涯
学
習
係
長
）
▽
企
画
総
務
部

市
史
編
集
室
主
幹
兼
市
史
編
集
係

長
・
中
谷
康
孝
（
総
務
部
市
史
編

集
室
主
幹
）
▽
財
務
管
理
部
財
政

課
長
・
玉
置
博
充
（
財
務
部
税
務

課
主
幹
兼
税
制
係
長
）
▽
財
務
管

理
部
税
務
課
主
幹
・
植
田
通
孝

（
教
育
委
員
会
芸
術
文
化
課
主
幹
兼

芸
術
文
化
係
長
）
▽
市
民
福
祉
部

市
民
課
主
幹
（
地
域
改
善
担
当
）・

谷
口
義
博
（
市
民
環
境
部
市
民
課

主
幹
兼
地
域
改
善
係
長
）
▽
市
民

福
祉
部
保
険
課
長
兼
福
祉
医
療
係

長
・
小
岩
照
雄
（
福
祉
部
保
険
課

長
兼
福
祉
医
療
係
長
）
▽
市
民
福

祉
部
健
康
長
寿
課
長
兼
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
事
務
長
・
三
木
恵
美
子

（
福
祉
部
健
康
福
祉
課
長
兼
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
事
務
長
）
▽
地
域
振

興
部
環
境
対
策
室
主
幹
・
河
合
正

信
（
市
民
環
境
部
環
境
課
主
幹

（
公
害
担
当
））
▽
地
域
振
興
部
農

林
共
済
課
長
・
難
波
周
雄
（
都
市

建
設
部
用
地
課
長
）
▽
都
市
整
備

部
管
理
・
用
地
課
長
・
山
下
正
和

（
市
民
環
境
部
環
境
課
長
兼
生
活
管

理
係
長
兼
斎
場
長
）
▽
都
市
整
備

部
管
理
・
用
地
課
主
幹
（
用
地
担

当
）・
谷
川
利
昭
（
経
済
部
農
村
整

備
課
主
幹
（
地
籍
換
地
担
当
））
▽

都
市
整
備
部
土
木
課
主
幹
兼
改
良

係
長
・
吉
田
秀
貴
（
都
市
建
設
部

土
木
課
長
補
佐
）
▽
上
下
水
道
部

管
理
課
長
・
志
方
顕
久
（
水
道
事

業
所
管
理
課
長
）
▽
上
下
水
道
部

管
理
課
主
幹
（
下
水
担
当
）
・
本

多
耕
太
郎
（
総
務
部
管
財
課
長
補

佐
兼
管
財
係
長
）
▽
上
下
水
道
部

工
務
課
長
・
森
本
義
一
（
経
済
部

商
工
振
興
課
長
兼
観
光
･
ふ
る
さ

と
振
興
係
長
）
▽
上
下
水
道
部
集

落
下
水
道
課
主
幹
・
伊
藤
清
明

（
下
水
道
部
集
落
下
水
道
課
長
補

佐
）
▽
消
防
本
部
総
務
課
長
・
桜

井
英
暢
（
消
防
署
南
分
署
長
）
▽

消
防
本
部
予
防
課
長
・
竹
内
正
己

（
消
防
署
警
防
課
長
）
▽
消
防
署
警

防
課
長
・
小
川
義
久
（
消
防
署
北

分
署
長
）
▽
消
防
署
警
防
課
警
防

担
当
主
幹
・
今
城
進
（
消
防
署
北

分
署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
）

▽
消
防
署
警
防
課
警
防
担
当
主

幹
・
藤
原
美
文
（
消
防
署
警
防
課

長
補
佐
兼
管
制
第
二
係
長
）
▽
消

防
署
南
分
署
長
・
松
本
茂
（
消
防

署
警
防
課
警
防
担
当
主
幹
）
▽
消

防
署
北
分
署
長
・
原
田
保
（
消
防

署
警
防
課
警
防
担
当
主
幹
）
▽
会

計
課
長
・
植
田
孝
（
教
育
委
員
会

体
育
保
健
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）
▽
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
（
課
長
）・
藤
川
一
郎

（
総
務
部
総
務
課
主
幹
（
選
挙
担
当
）

兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
・
橋

爪
鈴
子
（
加
西
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
派
遣
（
社
会
福
祉
課
付
主
幹
））

▽
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課
長
兼

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
大
豊

武
（
教
育
委
員
会
芸
術
文
化
課
長
）

▽
市
立
加
西
病
院
事
務
局
管
理
課

主
幹
兼
経
理
係
長
・
西
村
賢
造

（
市
立
加
西
病
院
事
務
局
管
理
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
兼
経
理
係
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
補

佐
兼
広
報
国
際
係
長
・
能
瀬
長
人
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（
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
補
佐
兼
広

報
広
聴
係
長
兼
親
善
都
市
係
長
）

▽
企
画
総
務
部
企
画
調
整
課
長
補

佐
（
企
画
調
整
担
当
）・
桑
田
雅
彦

（
企
画
室
（
室
長
補
佐
））
▽
企
画

総
務
部
企
画
調
整
課
長
補
佐
（
安

全
対
策
担
当
）・
細
川
嘉
一
（
企
画

室
（
室
長
補
佐
））
▽
企
画
総
務
部

企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
企
画
調
整

係
長
・
柏
原
邦
章
（
企
画
室
（
室

長
補
佐
））
▽
財
務
管
理
部
管
財
課

長
補
佐
兼
管
財
係
長
・
東
一
正
典

（
都
市
建
設
部
土
木
課
改
良
係
長
）

▽
加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派

遣
（
社
会
福
祉
課
付
課
長
補
佐
）・

前
田
幸
良
（
経
済
部
商
工
振
興
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
）
▽
市
民
福

祉
部
健
康
長
寿
課
長
補
佐
・
古
角

佐
代
子
（
加
西
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
派
遣
（
高
年
福
祉
課
付
係
長
））

▽
地
域
振
興
部
環
境
対
策
室
長
補

佐
兼
環
境
保
全
係
長
・
鈴
木
康
良

（
市
民
環
境
部
環
境
課
公
害
交
通
防

犯
係
長
）
▽
地
域
振
興
部
環
境
対

策
室
長
補
佐
兼
交
通
防
犯
係
長
・

中
右
猛
（
経
済
部
農
村
整
備
課
長

補
佐
兼
国
営
係
長
）
▽
地
域
振
興

部
農
村
整
備
課
長
補
佐
（
地
籍
換

地
担
当
）・
原
田
正
利
（
都
市
建
設

部
用
地
課
長
補
佐
兼
用
地
係
長
）

▽
地
域
振
興
部
農
村
整
備
課
長
補

佐
（
地
籍
換
地
担
当
）
兼
地
籍
換

地
係
長
・
小
牧
久
規
（
経
済
部
農

村
整
備
課
長
補
佐
（
地
籍
換
地
担

当
））
▽
都
市
整
備
部
管
理
・
用
地

課
長
補
佐
（
用
地
担
当
）・
岩
佐
隆

（
都
市
建
設
部
用
地
課
長
補
佐
）
▽

都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課
長
補

佐
兼
区
画
整
理
係
長
・
植
田
俊
弘

（
都
市
建
設
部
開
発
整
備
課
区
画
整

理
係
長
）
▽
都
市
整
備
部
市
街
地

整
備
課
長
補
佐
兼
市
街
地
整
備
係

長
・
山
本
康
博
（
都
市
建
設
部
開

発
整
備
課
市
街
地
整
備
係
長
）
▽

上
下
水
道
部
管
理
課
長
補
佐
（
下

水
担
当
）
兼
下
水
業
務
係
長
・
東

郷
省
吾
（
下
水
道
部
管
理
課
長
補

佐
）
▽
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐

兼
防
災
企
画
係
長
・
高
井
幸
文

（
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐
（
消
防

団
担
当
））
▽
消
防
署
警
防
課
長
補

佐
兼
訓
練
技
術
担
当
・
本
多
昇

（
消
防
署
警
防
課
長
補
佐
）
▽
消
防

署
警
防
課
長
補
佐
兼
管
制
第
二
係

長
・
石
田
貴
秀
（
消
防
署
南
分
署

長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
）
▽
消

防
署
南
分
署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導

担
当
・
西
脇
博
（
消
防
署
北
分
署

長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
）
▽
消

防
署
北
分
署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導

担
当
・
為
広
高
志
（
消
防
署
警
防

課
警
防
第
一
係
長
）
▽
消
防
署
北

分
署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
・

山
西
修
（
消
防
本
部
総
務
課
防
災

企
画
係
長
）
▽
議
会
事
務
局
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
・
福

井
り
つ
子
（
議
会
事
務
局
長
補
佐

兼
庶
務
係
長
）
▽
教
育
委
員
会
総

務
課
長
補
佐
（
施
設
担
当
）
兼
施

設
係
長
・
小
篠
正
彦
（
教
育
委
員

会
総
務
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
）

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
生
涯
学
習
係
長
・
正
井
明

（
福
祉
部
保
険
課
長
補
佐
兼
介
護
保

険
係
長
）

【
係
長
･
主
査
級
】

企
画
総
務
部
総
務
課
行
政
・
行

革
担
当
主
査
・
内
藤
利
樹
（
総
務

部
総
務
課
主
任
）
▽
企
画
総
務
部

企
画
調
整
課
安
全
対
策
係
長
・
高

倉
慧
喜
（
企
画
室
主
任
）
▽
企
画

総
務
部
市
民
参
画
推
進
室
市
民
参

画
推
進
係
長
・
森
井
和
喜
（
経
済

部
商
工
振
興
課
商
工
労
政
係
長
）

▽
財
務
管
理
部
税
務
課
税
制
係

長
・
古
角
宏
貴
（
財
務
部
財
政
課

財
政
担
当
主
査
）
▽
財
務
管
理
部

税
務
課
収
税
担
当
主
査
・
小
田
美

枝
子
（
財
務
部
税
務
課
主
任
）
▽

市
民
福
祉
部
市
民
課
年
金
係
長
・

広
瀬
純
子
（
福
祉
部
高
年
福
祉
課

主
任
）
▽
市
民
福
祉
部
市
民
課
地

域
改
善
係
長
・
常
峰
弘
己
（
市
民

環
境
部
市
民
課
地
域
改
善
担
当
主

査
）
▽
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課

管
理
係
長
・
前
田
政
則
（
福
祉
部

高
年
福
祉
課
管
理
係
長
）
▽
市
民

福
祉
部
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

長
・
山
本
和
孝
（
経
済
部
農
林
共

済
課
農
林
担
当
主
査
）
▽
市
民
福

祉
部
健
康
長
寿
課
生
き
が
い
対
策

係
長
・
増
田
洋
子
（
福
祉
部
高
年

福
祉
課
生
き
が
い
対
策
係
長
）
▽

市
民
福
祉
部
保
険
課
国
保
係
長
・

西
脇
嘉
彦
（
福
祉
部
高
年
福
祉
課

あ
っ
た
か
推
進
係
長
）
▽
市
民
福

祉
部
保
険
課
あ
っ
た
か
推
進
係

長
・
西
脇
親
（
福
祉
部
高
年
福
祉

課
主
任
）
▽
市
民
福
祉
部
保
険
課

介
護
給
付
係
長
・
南
古
幸
孝
（
水

道
事
業
所
管
理
課
業
務
担
当
主
査
）

▽
市
民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
健
康

担
当
主
査
・
鈴
木
幸
代
（
市
民
環

境
部
市
民
課
年
金
係
長
）
▽
地
域

振
興
部
環
境
対
策
室
消
費
者
係

長
・
正
中
安
代
（
市
立
加
西
病
院

事
務
局
医
事
課
主
任
）
▽
地
域
振

興
部
環
境
対
策
室
ご
み
対
策
係

長
・
金
田
博
子
（
市
民
環
境
部
環

境
課
ご
み
対
策
係
長
）
▽
地
域
振

興
部
環
境
対
策
室
施
設
係
長
・
西

岡
博
文
（
市
民
環
境
部
環
境
課
施

設
係
長
）
▽
地
域
振
興
部
商
工
観

光
課
管
理
係
長
・
森
井
弘
一
（
農

業
委
員
会
農
地
係
長
）
▽
地
域
振

興
部
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

長
・
三
船
敏
博
（
議
会
事
務
局
議

事
係
長
）
▽
都
市
整
備
部
管
理
･

用
地
課
管
理
係
長
・
玉
置
清
和

（
経
済
部
農
村
整
備
課
地
籍
換
地
係

長
）
▽
都
市
整
備
部
管
理
･
用
地

課
住
宅
係
長
・
深
田
秀
一
（
都
市

建
設
部
管
理
課
管
理
係
長
）
▽
都

市
整
備
部
管
理
・
用
地
課
用
地
係

長
・
小
谷
典
正
（
都
市
建
設
部
用

地
課
用
地
担
当
主
査
）
▽
都
市
整

備
部
土
木
課
補
修
係
長
・
小
川
輝

夫
（
水
道
事
業
所
工
務
課
施
設
係

長
）
▽
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備

課
区
画
整
理
担
当
主
査
・
志
方
信

之
（
経
済
部
農
村
整
備
課
主
任
）

▽
上
下
水
道
部
管
理
課
下
水
業
務

担
当
主
査
・
大
西
良
一
（
下
水
道

部
管
理
課
主
任
）
▽
上
下
水
道
部

工
務
課
施
設
係
長
・
柴
本
泰
徳

（
都
市
建
設
部
土
木
課
補
修
係
長
）

▽
消
防
本
部
総
務
課
消
防
団
係

長
・
友
藤
豊
造
（
消
防
本
部
総
務

課
主
任
）
▽
消
防
署
警
防
課
警
防

第
一
係
長
・
和
田
稔
（
消
防
署
北

分
署
警
防
第
二
係
長
）
▽
消
防
署

警
防
課
警
防
第
二
係
長
兼
訓
練
技

術
担
当
・
廣
田
勝
彦
（
消
防
署
北

分
署
警
防
第
一
係
長
）
▽
消
防
署

北
分
署
警
防
第
一
係
長
・
塚
原
義

美
（
消
防
署
警
防
課
警
防
第
二
係

長
）
▽
消
防
署
北
分
署
警
防
第
二

係
長
・
公
庄
修
（
消
防
署
警
防
課

訓
練
技
術
担
当
主
査
）
▽
会
計
課

出
納
係
長
・
井
上
留
美
（
会
計
課
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出
納
係
長
兼
用
度
係
長
）
▽
監

査
・
公
平
委
員
会
事
務
局
監
査
・

公
平
係
長
・
大
西
守
人
（
監
査
･

公
平
委
員
会
事
務
局
主
任
）
▽
農

業
委
員
会
農
地
係
長
・
西
村
和
平

（
福
祉
部
保
険
課
国
保
係
長
）
▽
教

育
委
員
会
総
務
課
文
化
財
係
長
・

立
花
聡
（
教
育
委
員
会
芸
術
文
化

課
文
化
財
係
長
）
▽
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
指
導
係
長
兼
指
導
主

事
・
岸
本
祐
三
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
兼
指
導

主
事
）
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
学
事
係
長
・
植
川
栄
子
（
総
務

部
市
史
編
集
室
市
史
編
集
係
長
）

▽
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課
学
校

給
食
係
長
・
河
原
浩
申
（
財
務
部

税
務
課
主
任
）
▽
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
芸
術
文
化
係
長
・
柴
田

健
一
（
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課

学
校
給
食
係
長
）
▽
教
育
委
員
会

人
権
教
育
推
進
室
人
権
教
育
推
進

係
長
・
甘
中
清
美
（
教
育
委
員
会

同
和
教
育
指
導
室
主
査
）
▽
市
立

加
西
病
院
地
域
医
療
室
社
会
医
療

相
談
担
当
主
査
・
栗
山
三
枝
子

（
市
立
加
西
病
院
地
域
医
療
室
主

任
）
▽
市
立
加
西
病
院
事
務
局
管

理
課
管
理
係
長
・
前
田
晃
（
市
立

加
西
病
院
事
務
局
管
理
課
主
任
）

【
主
任
級
】

企
画
総
務
部
市
民
参
画
推
進
室

主
任
・
前
田
貴
子
（
経
済
部
農
林

共
済
課
主
任
）
▽
財
務
管
理
部
税

務
課
主
任
・
中
塚
ち
え
子
（
教
育

委
員
会
芸
術
文
化
課
主
任
）
▽
市

民
福
祉
部
保
険
課
主
任
・
高
見
直

美
（
福
祉
部
高
年
福
祉
課
主
任
）

▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
主
任
・
竹

内
志
寸
美
（
市
民
環
境
部
環
境
課

主
任
）
▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
主

任
（
保
健
婦
）
・
黒
田
幸
（
福
祉

部
高
年
福
祉
課
主
任
（
保
健
婦
））

▽
市
民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
主

任
・
斉
藤
祝
治
（
福
祉
部
保
険
課

主
任
）
▽
地
域
振
興
部
環
境
対
策

室
主
任
・
寺
崎
恵
（
市
民
環
境
部

環
境
課
主
任
）
▽
地
域
振
興
部
商

工
観
光
課
主
任
・
田
中
秀
子
（
農

業
委
員
会
主
任
）
▽
地
域
振
興
部

農
林
共
済
課
主
任
・
亀
田
哲
馬

（
都
市
建
設
部
管
理
課
主
任
）
▽
地

域
振
興
部
農
林
共
済
課
主
任
・
藤

田
貴
子
（
福
祉
部
健
康
福
祉
課
主

任
）
▽
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課

主
任
・
足
立
安
宏
（
都
市
建
設
部

開
発
整
備
課
主
任
）
▽
消
防
署
警

防
課
主
任
・
飯
尾
昌
弘
（
消
防
署

北
分
署
主
任
）
▽
消
防
署
北
分
署

主
任
・
井
之
上
幸
男
（
消
防
署
警

防
課
主
任
）
▽
教
育
委
員
会
総
務

課
主
任
・
山
本
文
子
（
福
祉
部
高

年
福
祉
課
主
任
）
▽
教
育
委
員
会

総
務
課
主
任
・
永
井
信
弘
（
教
育

委
員
会
芸
術
文
化
課
主
任
）
▽
教

育
委
員
会
総
務
課
主
任
・
森
幸
三

（
教
育
委
員
会
芸
術
文
化
課
主
任
）

【
主
事
・
主
事
補
級
】

企
画
総
務
部
市
史
編
集
室
・
萩

原
康
仁
（
教
育
委
員
会
芸
術
文
化

課
）
▽
財
務
管
理
部
財
政
課
・
高

見
昭
紀
（
財
務
部
税
務
課
）
▽
財

務
管
理
部
税
務
課
・
田
中
雅
也

（
市
民
環
境
部
環
境
課
）
▽
市
民
福

祉
部
社
会
福
祉
課
・
武
藤
恵
理
香

（
財
務
部
税
務
課
）
▽
市
民
福
祉
部

保
険
課
・
桝
田
佐
和
子
（
福
祉
部

高
年
福
祉
課
）
▽
市
民
福
祉
部
保

険
課
・
阿
部
亜
希
子
（
福
祉
部
高

年
福
祉
課
）
▽
市
民
福
祉
部
保
険

課
（
保
健
婦
）・
上
坂
智
津
子
（
福

祉
部
健
康
福
祉
課
（
保
健
婦
））
▽

市
民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
・
中
本

一
男
（
福
祉
部
高
年
福
祉
課
）
▽

市
民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
・
藤
井

智
子
（
福
祉
部
高
年
福
祉
課
）
▽

地
域
振
興
部
環
境
対
策
室
・
山
下

敦
史
（
市
民
環
境
部
環
境
課
）
▽

地
域
振
興
部
環
境
対
策
室
・
松
末

大
貴
（
市
民
環
境
部
環
境
課
）
▽

地
域
振
興
部
農
林
共
済
課
・
小
菊

啓
靖
（
財
務
部
税
務
課
）
▽
都
市

整
備
部
管
理
･
用
地
課
・
阿
木
博

信
（
経
済
部
農
林
共
済
課
）
▽
消

防
本
部
総
務
課
付
・
石
井
鉄
哉

（
消
防
本
部
予
防
課
）
▽
消
防
本
部

総
務
課
・
梅
野
有
史
（
消
防
署
南

分
署
）
▽
消
防
本
部
予
防
課
・
梅

野
浩
信
（
消
防
署
南
分
署
）
▽
消

防
本
部
予
防
課
・
中
川
聡
（
消
防

署
警
防
課
）
▽
消
防
本
部
予
防

課
・
安
田
英
揮
（
消
防
本
部
総
務

課
）
▽
消
防
本
部
予
防
課
・
西
脇

輝
男
（
消
防
署
北
分
署
）
▽
消
防

署
警
防
課
・
堀
尾
雅
彦
（
消
防
署

南
分
署
）
▽
消
防
署
警
防
課
・
上

坂
則
正
（
消
防
本
部
予
防
課
）
▽

消
防
署
南
分
署
・
北
条
孝
弘
（
消

防
署
北
分
署
）
▽
消
防
署
南
分

署
・
篠
倉
由
幸
（
消
防
本
部
予
防

課
）
▽
消
防
署
南
分
署
・
村
田
真

一
（
消
防
本
部
総
務
課
）
▽
消
防

署
北
分
署
・
藤
井
靖
典
（
消
防
署

警
防
課
）
▽
消
防
署
北
分
署
・
小

林
靖
（
消
防
本
部
予
防
課
）

（
技
能
労
務
職
）

【
6
級
】

衛
生
セ
ン
タ
ー
副
所
長
・
上
原
征

幸
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
副
所
長
（
収
集

担
当
））
▽
議
会
事
務
局
（
自
動
車

運
転
員
）・
小
池
薫
（
議
会
事
務
局

（
自
動
車
運
転
員
）（
５
級
））

【
5
級
】

上
下
水
道
部
工
務
課
配
水
作
業

長
・
高
橋
正
博
（
水
道
事
業
所
工

務
課
配
水
班
長
）
▽
上
下
水
道
部

管
理
課
下
水
業
務
作
業
長
・
久
保

田
虎
雄
（
都
市
施
設
公
社
へ
派
遣

（
総
務
部
総
務
課
付
業
務
班
長
））

▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
処
理
作
業
長
・

内
山
幸
治
郎
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
収

集
作
業
長
）
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
収

集
作
業
長
・
山
角
和
好
（
衛
生
セ

ン
タ
ー
収
集
班
長
）

【
4
級
】

都
市
施
設
公
社
ヘ
派
遣
（
企
画

総
務
部
総
務
課
付
業
務
班
長
）・
柴

田
正
二
（
水
道
事
業
所
工
務
課
作

業
班
長
）
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集

班
長
・
谷
川
重
之
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
自
動
車
運
転
員
））
▽
都
市

整
備
部
土
木
課
作
業
班
長
・
杉
本

行
穂（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
理
班
長
）

▽
上
下
水
道
部
工
務
課
作
業
班

長
・
林
田
健
作
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

収
集
班
長
）
▽
衛
生
セ
ン
タ
ー
処
理

班
長
・
西
面
忍
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
処

理
班
長
心
得
）

【
3
級
以
下
】

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
作
業
員

（
自
動
車
運
転
員
）・
小
東
清
治

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
理
作
業
員
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
作
業
員

（
自
動
車
運
転
員
）・
古
角
茂
（
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
理
作
業
員
）
▽
都

市
整
備
部
土
木
課
・
石
野
博
実

（
水
道
事
業
所
工
務
課
）
▽
上
下
水

道
部
工
務
課
・
宮
長
政
和
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
自
動
車
運
転
員
））
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市
で
は
平
成
13
年
４
月
採
用
の

市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

【
採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格
】

★
職
　
種

消
防

★
採
用
予
定
人
数

1
名

★
受
験
資
格

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
又
は
平
成

13
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
者
の

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

す
者

�
健
康
で
色
覚
・
聴
力
・
言
語

及
び
運
動
機
能
等
に
障
害
が
な

い
こ
と
。

�
両
眼
視
力
1.0
（
矯
正
視
力
含
む
）

以
上
。
た
だ
し
裸
眼
視
力
0.3
以

上
あ
る
こ
と

�
加
西
市
内
に
居
住
で
き
る
者
も

し
く
は
通
勤
可
能
な
者

★
受
験
手
続
に
必
要
な
も
の

①
受
験
申
込
書
（
本
市
所
定
の
も

の
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
卒
業
、
又
は
卒
業

見
込
証
明
書

④
高
等
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
成
績
証
明
書

★
受
付
期
間

８
月
17
日
（木）
〜
８
月
24
日
（木）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10

分※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
受

付
け
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理

人
が
持
参
し
て
下
さ
い
。

★
試
験
日

①
筆
記
試
験
・
面
接
試
験

９
月
17
日
（日）

･
試
験
場
所
　
加
西
市
役
所

②
体
力
検
査

９
月
17
日
（日）

・
試
験
場
所
　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

★
募
集
要
項
配
布
、
受
験
申
込

み
及
び
問
合
先

加
西
市
役
所
企
画
総
務
部
総
務

課
人
事
・
研
修
係
（
電
話
42
│
８

７
０
２
）

【
採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格
】

★
職
　
種

助
産
婦
及
び
看
護
婦
（
士
）

★
採
用
予
定
人
数

4
名

加加加加
西西西西
市市市市
職職職職
員員員員
募募募募
集集集集

★
受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
も
の
で
、
助
産
婦
又
は
看
護
婦

（
士
）
の
免
許
を
有
す
る
も
の
又
は

平
成
13
年
３
月
31
日
ま
で
に
各
々
の

免
許
を
取
得
見
込
み
の
者

★
受
験
手
続
に
必
要
な
も
の

①
受
験
申
込
書
（
病
院
所
定
）

②
受
験
票
（
病
院
所
定
）

③
最
終
学
校
の
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
証
明
書

④
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

⑤
助
産
婦
又
は
看
護
婦
（
士
）
の

免
許
取
得
者
は
各
々
の
免
許
の

写
し
（
但
し
、
平
成
13
年
３
月

31
日
ま
で
に
各
々
の
免
許
を
取

得
見
込
み
の
も
の
は
不
要
。）

★
受
付
期
間

７
月
17
日
（月）
〜
８
月
７
日
（月）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
は
受
付

し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

★
試
験
日

筆
記
試
験
・
面
接
試
験

９
月
４
日
（月）

･
試
験
場
所
　
市
立
加
西
病
院

★
申
込
・
問
合
先

市
立
加
西
病
院
事
務
局
管
理
課

管
理
係
（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

平
成
13
年
度
採
用

51,600238,001～268,000

入
居
推
薦
募
集
戸
数

６
戸
（
単
身
申
込
不
可
）

住
宅
タ
イ
プ

高
齢
者
世
帯
向
け
２
Ｄ
Ｋ
55
�

募
集
期
間

７
月
31
日
（月）
〜

８
月
２
日
（水）

「
高
齢
者
世
帯
向
特
定
目
的
住
宅
」

と
は緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
３
ヵ
所

転
送
＝
親
族
・
友
人
な
ど
）
に
よ

る
安
否
の
確
認
が
で
き
る
住
宅
を

言
い
ま
す
。

申
込
資
格

60
歳
以
上
の
方
と
次

の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
方
の．

み．
か
ら
な
る
世
帯

①
配
偶
者

②
18
歳
未
満
の
児
童
（
民
法
上
の

親
族
関
係
に
あ
る
こ
と
）

③
中
度
以
上
の
障
害
者

④
50
歳
以
上
の
方
（
民
法
上
の
親

族
関
係
に
あ
る
こ
と
）

※
現
在
、
県
・
市
・
町
営
住
宅
の

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
高
齢
者

世
帯
向
特
定
目
的
住
宅
、
車
椅
子

対
応
住
宅
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等

の
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は

申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
受
付

７
月
24
日
�
よ
り
入

居
申
込
案
内
書
を
県
住
宅
供
給
公

社
東
播
磨
事
務
所
（
電
話
０
７
９

４
│
23
│
０
１
１
７
）
及
び
市
役
所

都
市
整
備
部
管
理
・
用
地
課
（
電

話
42
│
８
７
５
０
）
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
公
社
東
播
磨
事
務
所
へ

申
込
書
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
募
集
割
れ
が
生
じ
た
場
合
８
月

７
日
（月）
〜
31
日
（木）
ま
で
同
事
務
所

で
先
着
順
で
受
付
。（
申
込
書
持
参
）

県
営
加
西
東
高
室
鉄
筋
住
宅

│
高高高高
齢齢齢齢
者者者者
世世世世
帯帯帯帯
向向向向
特特特特
定定定定
目目目目
的的的的
住住住住
宅宅宅宅
募募募募
集集集集
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ
│

収入基準と家賃

政令月収額 月　額

23,500

28,500

33,700

38,900

44,900

※政令月収額とは、年間総所得金額から扶養控除等の額を控除した後の月平均額
※政令月収額200,001円以上の方は老人所帯、身障者所帯に限られます。

0～123,000

123,001～153,000

153,001～178,000

178,001～200,000

200,001～238,000

（単位：円）

急ピッチで建設が進む東高室鉄筋住宅
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★
日
　
時

９
月
25
日
（月）
午
前
10
時
15
分
〜

★
場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

★
対
象
者

市
内
在
住
で
満
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
の
方

★
参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

★
申
込
先

担
当
民
生
委
員
さ
ん
ま
で

★
問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係

（
電
話
42
│
８
８
８
８
（
内
２
３
４
））

ひ
と
り
暮
し
老
人
の
つ
ど
い

楽
し
い
一
時
を

み
ん
な
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
１
回

「
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
し
、

引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

初
診
日
が
20
歳
前
の
障
害
基
礎
年
金
、

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
７
月
初
旬
に
「
現
況
届
」
が
送
付
さ

れ
、
提
出
期
限
は
、
７
月
31
日
と
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

・
「
現
況
届
」
は
で
き
る
だ
け
７
月
26
日

�
ま
で
に
市
民
課
年
金
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
診
断
書
が
つ
い
た
「
現
況
届
」
が
送
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
診
断
書
に
医
師
の
証
明
を

受
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
を
全
額
支
給
停
止
も
し
く
は
年
金

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
１
年
未
満
の
方
は

「
現
況
届
」
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
「
現
況
届
」
の
提
出
が
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
す
る
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。

・
本
年
１
月
２
日
以
降
の
転
入
者
は
、
旧

住
所
地
の
市
区
町
村
長
発
行
の
所
得
証
明

書
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

★問合先 市民課年金係（��８７２２）

│
障
害
（
20
歳
前
の
障
害
）・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ
│

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

7
月
は
現
況
届
の
提
出
月
で
す

受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を

病
院
、
診
療
所
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
前
年
の
所
得
が
別
表
の
限

度
額
以
下
で
、
次
に
該
当
す
る
人

で
す
。（
但
し
、
乳
幼
児
医
療
の
０

歳
児
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
せ

ん
。）

老
　
人

満
65
歳
〜
69
歳

障
害
者

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

３
級
、
及
び
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
�

7777
月月月月
1111
日日日日
かかかか
らららら

新新新新
しししし
いいいい
福福福福
祉祉祉祉
医医医医
療療療療
受受受受
給給給給
者者者者
証証証証

判
定
の
人

母
子
家
庭
等

満
18
歳
未
満
（
高

校
卒
業
ま
で
）
の
母
子
家
庭
及
び

父
子
家
庭
の
親
と
子
供
、
及
び
満

18
歳
未
満
の
遺
児

乳
幼
児

満
６
歳
未
満
児
（
但
し
、

３
歳
以
上
６
歳
未
満
は
入
院
の
み
）

右
記
に
該
当
し
、
ま
だ
申
請
手

続
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

保
険
課
福
祉
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

平成12年度福祉医療所得制限限度額表

区
　
分

扶養親
族の数

0
1
2
3
0
1
2
3
0
1
2
3
0
1
2
3
4

受給者本人

1,595,000
1,975,000
2,355,000
2,735,000
4,596,000
4,976,000
5,356,000
5,736,000

1,540,000
1,920,000
2,300,000
2,680,000
3,610,000
3,990,000
4,370,000
4,750,000
5,130,000

6,287,000
6,536,000
6,749,000
6,962,000
6,287,000
6,536,000
6,749,000
6,962,000

受給者の配偶者及び
扶 養 義 務 者
幼 児 保 護 者
（母子・父子等）

老
　
人

障
害
者

母
子
・
父
子
等

乳
幼
児

（人） （円） （円）

家族の都合により在宅で介護できない場合、通
常決められた日数以上に短期入所が利用できます。
利用にあたっては、本来の利用日数をまず使い

切った後、支給限度額から訪問通所サービスの利
用分を差し引いた単位数を短期入所の日数に「振
り替え」ることができます。こうすることで要支援
の方は月１週間、要介護１以上で月２週間を限度に
利用できるようになります。
利用される方は必ず事前にかかりつけの介護支

援専門員（ケアマネージャー）にご相談ください。
問合先 市民福祉部あったか相談窓口

（電話42-8788）

ご存知ですか？
介介介介護護護護保保保保険険険険のののの短短短短期期期期入入入入所所所所のののの特特特特例例例例措措措措置置置置



8月は道路を守る月間です。なにげなく道路を汚していませんか？
道路はみんなのものです。正しく安全に使いましょう。都市整備部管理・用地課（��8750）
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加
西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は

７
月
23
日
（日）
、
映
画
会
「
ハ
ッ
ピ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
映
画
は
、
事
故
で
視
力
を

失
っ
た
22
歳
の
女
性
が
友
人
や
家

族
の
愛
情
、
盲
導
犬
ハ
ッ
ピ
ー
と

の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
悲
し
み
や

障
害
を
の
り
こ
え
る
生
き
ざ
ま
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
　
時

７
月
23
日
（日）

①
午
前
10
時
〜
11
時
35
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
05
分

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

前
売
券

大
人
１，
０
０
０
円

小
中
高
生
８
０
０
円
（
当
日
券
は

２
０
０
円
増
）

取
扱
所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、

健
康
福
祉
会
館
、
市
民
会
館
ほ
か

問
合
先

加
西
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
（
電
話

43
│
０
３
６
１
Ｆ
Ａ

Ｘ
42
│
６
６
５
８
）

※
字
幕
ス
ー
パ
ー
付

き
で
す
。

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消
防

本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
３

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

5
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

六
十
三
名
〕

（
北
部
公
民
館
女
性
セ
ミ
ナ
ー

六
十
三
名
）

▽
神
田
明
美
・
衣
笠
良
子
・
内
藤

則
子
・
高
見
た
ね
代
・
鈴
木
弘
子

・
藤
本
春
子
・
高
見
美
紀
子
・
内

藤
以
知
子
・
高
見
康
代
・
阿
木
幸

代
・
重
松
喜
代
子
・
織
部
千
鶴
子

・
坂
田
久
代
・
内
藤
町
子
・
遠
藤

照
美
・
八
木
美
智
子
・
原
田
直
子

・
常
峰
真
須
美
・
繁
田
美
代
子
・

玉
井
和
美
・
福
田
幸
美
・
松
本
春

美
・
小
川
千
恵
美
・
常
大
西
光
代

・
宮
川
節
子
・
馬
場
初
美
・
国
田

か
お
る
・
円
満
さ
え
子
・
森
陽
子

・
青
山
千
恵
子
・
後
藤
や
よ
い
・

定
行
和
代
・
田
先
昌
代
・
霜
浦
な

な
子
・
霜
浦
な
り
子
・
辻
淑
子
・

高
橋
京
子
・
千
石
ひ
と
み
・
頃
安

明
美
・
高
見
須
美
子
・
長
田
敬
子

・
長
田
泉
・
石
上
清
美
・
山
下
英

代
・
杉
本
薫
・
松
本
い
づ
子
・
蓬

莱
千
鳥
・
高
橋
啓
子
・
深
山
成
美

・
宇
高
英
子
・
金
川
節
子
・
辻
朝

子〔再
講
習
者

三
十
五
名
〕

（
北
部
公
民
館
女
性
セ
ミ
ナ
ー

三
十
五
名
）

▽
神
田
勝
代
・
増
田
光
紀
・
西
川

清
美
・
杉
井
洋
子
・
仁
尾
静
代
・

原
田
比
登
美
・
鈴
木
千
賀
子
・
本

岡
ま
す
子
・
原
田
洋
子
・
丸
岡
悦

代
・
岡
田
幸
子
・
玉
田
和
代
・
小

川
満
寿
美
・
井
上
留
美
・
竹
内
鈴

子
・
釜
坂
佐
恵
子
・
篠
倉
八
重
子

・
柏
木
鈴
代
・
上
坂
君
代
・
篠
倉

ち
ひ
ろ
・
金
沢
恵
子
・
高
井
千
賀

子
・
村
岡
啓
子
・
常
見
ミ
チ
子
・

金
沢
春
代
・
岡
本
直
子
・
岡
本
文

美
・
千
石
か
ず
代
・
楠
田
浩
子
・

高
橋
希
味
・
能
瀬
啓
子
・
楠
田
健

子
・
宮
崎
久
美
子
・
宮
崎
み
さ
ゑ

・
是
常
な
お
み

自
主
防
災
部
会
を
通
し
て
市
民
救
命
士
の
養
成
講
習

消
防
本
部
は
、
本
年
度
の
重
点

施
策
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
を

通
し
て
、
市
民
救
命
士
の
養
成
を

推
進
す
べ
く
区
長
さ
ん
等
に
呼
び

か
け
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
呼
応
し
て
下
若
井
町

（
柴
田
一
弘
区
長
）
は
、
６
月
18
日

（日）
、
自
主
防
災
部
会
の
訓
練
の
一

環
と
し
て
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
共

に
町
内
の
市
民
救
命
士
養
成
講
習

希
望
者
を
募
っ
て
、
町
公
民
館
に

お
い
て
、
六
十
余
名
の
皆
さ
ん
が
、

汗
だ
く
で
心
肺
蘇
生
法
や
、
不
慮

の
事
故
に
備
え
て
の
応
急
処
置
等

の
講
習
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

映映映映
画画画画
「「「「
ハハハハ
ッッッッ
ピピピピ
ーーーー
」」」」

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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同和教育
シリーズ

☆高齢者の人権☆
元気で活き活きとした人生を送るには、

社会活動に積極的に参加していくことが
望まれます。
社会生活上の方針やルールの策定にあ

たっても、高齢者の意見が反映されるこ
とが大切です。
「いつでも、どこでも、だれでも」自由
に参加できてこそ、高齢者の豊かな経験

や知識が十分に生かされるのではないで
しょうか。
いくつになっても自己の可能性を求め、
新しい自分を見いだそうとすることが、充
実した生活を送る源と言えるでしょう。
出会い、ふれあい、語り合いを大切に

し、ともに学びあい、人々の役に立ってい
るという充実感、満足感が得られるよう
な社会づくりが求められています。
高齢者が、長い人生経験に照らしなが

ら、よき家庭・地域づくりの相談役とし
て尊敬される社会であってこそ、高齢者
の尊厳が守られるのではないでしょうか。

人権－他人を思いやる想像力ー

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校　http://www.hyogo-edu.yashiro.hyogo.jp/̃hojohigashi-es/ 北条東小学校

柿
ノ
木
遺
跡
か
ら
は
、
古
墳
時

代
後
期(
５
世
紀
末
〜
六
世
紀)

の
集

落
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

集
落
の
人
々
は
、
方
形
の
竪
穴

住
居
を
建
て
、
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。
建
物
は
、
一
辺
が
７
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
型
の
も
の
か
ら
、

一
辺
が
４
�
と
小
型
の
も
の
ま
で

大
き
さ
は
様
々
で
す
が
、
ど
の
住

居
に
も
竃
が
設
け
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
竃
は
、
古
墳
時
代
に
な
っ

て
渡
来
人
が
も
た
ら
し
た
技
術
の

一
つ
で
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た

炉
に
比
べ
、
よ
り
大
き
な
火
力
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
壁
際
に

造
ら
れ
た
竃
の
周
り
が
、
台
所
の

よ
う
な
役
割
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
本
遺
跡
の
す
ぐ
西
に
、

逆
池
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

87

柿
ノ
木
遺
跡
（
古
墳
時
代
）
…
玉
野
町

カ
マ
ド
を
導
入
し
た
大
型
竪
穴
住
居

古
墳
造
営
に
関
係
し
た
集
落
？

竃を持つ竪穴式住居跡

柿ノ木遺跡位置図

５
月
14
日
、
小
中
学

生
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
が
、
自
分

の
学
校
で
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
発
表
し
た
り
、
み
ん
な
で

世
界
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
取
り
組
み
を

聞
い
て
い
る
と
、
参
加
し
て
い
る
学
校

の
半
分
ぐ
ら
い

が
、
森
を
守
り
、

温
暖
化
を
防
ぐ

の
に
有
効
と
い

わ
れ
て
い
る
ケ
ナ

フ
の
栽
培
を
し

て
い
ま
し
た
。
ケ

ナ
フ
で
紙
を
造

る
こ
と
は
で
き

ま
す
が
、
ま
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
紙
の
む
だ
使
い
に
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
、
環
境
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
し

た
。沖

縄
の
人
た
ち
も
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
多
く
の
人
が
環
境
に
つ
い
て

興
味
を
持
ち
、
ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で

も
取
り
組
め
ば
、
環
境
問
題
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。
で
き
る
事
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

話
し
合
い
は
、
海
と
空
の
汚
染
・

野
生
生
物
や
植
物
の
種
の
減
少
・
森

林
破
壊
・
ゴ
ミ
の
問
題
、
こ
の
四
つ
が

中
心
で
し
た
。

こ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
ぼ
く
は
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ど
れ
か
一
つ
の
環
境
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
す
る
と
、
全
て
の
問
題
が
関

わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、
様
々
な

環
境
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
僕

た
ち
が
中
心
に
な

っ
て
、
多
く
の
人
に
、

今
問
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
自

ら
進
ん
で
、
小
さ
な
こ
と
で
も
取
り

組
ん
で
い
け
ば
、
き
っ
と
環
境
問
題
は

解
決
す
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
切

に
し
、
で
き
る
事
か
ら
や
っ
て
い
こ
う

と
み
ん
な
に
呼
び
か
け
る
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。み
ん
な
が
が
ん
ば
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
地
球
も
き
っ
と
大
丈
夫

だ
と
思
い
ま
す
。

小
中
学
生
サ
ミ
ッ
トin

O
KIN
A
W
A

を
終
え
て

泉
中
学
校
3
年

小
篠
貴
臣

古
墳
群
の
被
葬
者
が
、
見
つ
か
っ

た
大
型
竪
穴
住
居
で
、
生
活
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

inOKINAW
A
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廊
下
の
段
差
の
解
消
）
③
足
元
を
明
る
く

す
る
（
常
夜
灯
を
つ
け
て
足
元
が
真
っ
暗

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
）
④
浴
室
・
ト

イ
レ
対
策
（
手
す
り
を
つ
け
た
り
椅
子
を

置
い
た
り
す
る
な
ど
転
ば
な
い
工
夫
、
和

式
ト
イ
レ
を
洋
式
に
す
る
）
⑤
外
出
時
に

は
履
き
慣
れ
た
靴
、
ふ
ら
つ
く
こ
と
が
あ

る
人
は
杖
の
使
用
、
ま
た
⑥
食
生
活
に
注

意
し
、
軽
い
散
歩
や
適
度
の
日
光
浴
を
毎

日
の
習
慣
に
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中

で
安
全
面
に
配
慮
し
つ
つ
、
骨
を
鍛
え
る

事
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
で
不
幸
に
も

骨
折
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
整
形
外
科
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
医
師
・

看
護
婦
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
協

加
西
病
院
で
は
平
成
11
年
度
に
高
齢
者

で
大
腿
骨
頚
部
骨
折
を
起
こ
し
て
入
院
さ

れ
た
患
者
さ
ん
が
97
名
も
あ
り
ま
し
た
。

骨
粗
鬆
症

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

は
骨
の
老
化
現
象
と
し
て
、

高
齢
社
会
の
進
展
と
共
に
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
骨
折
は
寝
た
き
り
や
ボ
ケ
を

誘
発
し
や
す
く
な
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

事
態
に
到
ら
な
い
よ
う
に
、
安
全
な
環
境

作
り
と
日
常
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

ま
ず
①
整
理
整
頓
を
心
が
け
る
（
つ
ま

ず
き
や
す
い
物
を
置
か
な
い
）
②
手
す

り
・
す
べ
り
止
め
・
段
差
対
策
（
廊
下
や

階
段
に
手
す
り
や
す
べ
り
止
め
、
部
屋
と

市立加西病院
整形外科病棟
看護婦長

小谷由美子

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈材　料〉鶏レバー 400ｇ、厚揚げ４枚、ニラ２ワ、人
参１本、もやし２袋、玉ねぎ 中２個、しょうが２かけ、
しょうゆ 大さじ６、酒 大さじ２、塩 小さじ１、こしょう
少々、サラダ油大さじ４

〈作り方〉
①鶏レバーは塩水で洗って、しょうゆ、しょうがで下味をつける。
②厚揚げは一口大に、ニラは２～３cm、人参は短冊、玉
ねぎはくし形、しょうがはせん切りにする。

③なべでレバーをいためいったん取り出す、その中でしょ
うがをいため、その他の材料をいため味をつけ最後に
レバー、ニラをいためる。

20代のＫさんは、毎年受けている
基本健診でいつも“異常なし”で、
自分の健康には自信を持っておられ
たそうです。しかし、初めて受けた
骨粗鬆症健診で、骨年齢が70歳と診
断されショックを受けたと話してく
ださいました。基本健診の結果には
注意されていたそうですが、体の中
心とも言える骨には関心が無かった
と実感されたようでした。
骨粗鬆症は、カルシウムが不足し、
骨がもろくなり、折れやすくなった
状態です。骨は20～30代に最も強く
なり、その後年齢と共に徐々にもろ
くなり、腰痛や骨折の原因にもなり
ます。
骨粗鬆症の１番の予防方法は、10
～20代の骨が最も成長する時期にし
っかりした丈夫な骨を作っておくこ
とです。骨が最も成長するこの時期
に、ダイエットなどで食事が偏るこ
とも、将来的に骨粗鬆症を発症する
危険が高くなります。丈夫な骨を作
るために若いうちから次のことを、
心がけましょう。
①牛乳・小魚等カルシウムを多く含
む食品を摂るようにしましょう。
大人で1日600mg（牛乳1本200mg）
を目標に。
②骨に適度な負担を外から与えるこ
とで、カルシウムの沈着がよくな
り、骨の形成が促進されます。適
度な運動で骨に刺激を与えましょう。
あなた自身の骨の状態を知るため
に、骨粗鬆症健診を受けてみましょ
う。育ち盛りの子供さんも丈夫な骨
をつくる大事な時期です。今のうち
から、「食事・運動」を心掛けてく
ださい。
加西市では、レディース検診の際
に骨粗鬆症健診も実施しています。
（レディース検診については今月の
広報Ｐ16をご覧下さい）
問合・申込先 健康長寿課（電話
42-８７２８）まで。

骨粗鬆症
こつそしょうしょう

健診を受けましょう
～あなたの骨は大丈夫？～

力
し
て
早
期
に
手
術
を
実
施
、
更
に
は
寝

た
き
り
に
な
る
前
に
、
早
期
離
床
を
目
指

し
て
翌
日
か
ら
ベ
ッ
ド
を
起
こ
し
て
食
事
、

車
椅
子
で
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
、
平
行
棒
の

中
で
立
つ
訓
練
や
歩
行
器
や
杖
を
使
っ
て

の
歩
行
と
進
め
ま
す
。
順
調
に
行
け
ば
１

ヶ
月
く
ら
い
で
退
院
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
た
め
に
は
我
々
医
療
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で

な
く
、
患
者
さ
ん
自
身
も
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
は
皆
生
ま
れ
た
時
か
ら
老
い
に
向
か

っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
過
程
を
よ
り

よ
く
生
き
る
為
に
、「
人
間
の
支
柱
と
も
い

え
る
大
切
な
骨
の
健
康
作
り
」
を
、
あ
ら

た
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

骨
を
き
た
え
て

寝
た
き
り
予
防
!

〈シェフから一言〉
鉄・ビタミン・ミネラルの多いレバ
ーを常日頃から煮物・いため
物・揚げ物等に使い慣れておき
ましょう。

い
ず
み
会
会
員
（
油
谷
町
）

玉
井
　
初
美
さ
ん



16下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（��8760・8761）

女
性
の
方
を
対
象
に
、
乳
が
ん
検

診
・
子
宮
が
ん
検
診
（
頸
が
ん
と
体
が

ん
を
検
診
）・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
・

歯
科
健
診
（
歯
み
が
き
方
法
も
助
言
）

を
実
施
し
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
自
分

の
骨
や
歯
の
状
態
を
確
認
し
、
よ
り

健
康
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
の

お
知
ら
せ

【
個
別
接
種
】

�
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
該
当
者
は
次
の
要

領
で
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
受

け
、
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

対
象
者

小
学
６
年
生

接
種
期
間

７
月
１
日
（土）
〜

８
月
31
日
（木）

料
　
金

無
料

持
っ
て
く
る
物

母
子
健
康
手

帳
・
健
康
保
険
証
（
住
所
・
氏
名

確
認
の
た
め
）・
予
診
票
（
指
定
医

療
機
関
に
あ
り
ま
す
。）

実
施
場
所

上
記
の
指
定
医
療
機

関
（
要
予
約
）

期
　
間

９
月
５
日
（火）
〜
12
月
12

日
（火）
の
計
10
回

対
　
象

市
内
に
在
住
も
し
く
は
通

勤
・
通
学
さ
れ
る
高
校
生
以
上
の
方

コ
ー
ス

英
語
初
級

英
検
準
２

級
程
度
の
方

英
語
中
級

英
検
２
級
程
度
の
方

中
国
語
入
門

中
国
語
を
初
歩
か
ら

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
入
門

ポ
ル
ト
ガ

ル
語
を
初
歩
か
ら

※
各
コ
ー
ス
と
も
定
員
は
20
名
で
す
。

開
催
場
所

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料

３
０
０
０
円
（
加
西
市

都
市
親
善
友
好
協
会
会
員
の
方
は

２
０
０
０
円
）（
教
材
費
別
途
）

募
　
集

先
着
順

申
込
・
問
合
先

都
市
親
善
友
好
協

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

市
民
外
国
語
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

農
業
経
営
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用

し
ま
せ
ん
か
？
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

「
農
業
経
営
簿
記
」
を
使
っ
て
各
自

の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
の
簿
記
記
帳

の
入
力
実
習
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

８
月
７
日
、
９
月
４
日
、

10
月
２
日
、
11
月
６
日
、
12
月
４

日
・
18
日
、
平
成
13
年
１
月
15

日
・
29
日
、
２
月
５
日
・
26
日
、

３
月
５
日
（
全
て
月
曜
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
　
所

県
立
農
業
大
学
校

３
階
情
報
処
理
室

問
合
先

加
西
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
（
電
話
47
│
１
６
１
９
）

※
自
由
参
加
、
申
込
不
要

日
　
時

毎
月
第
２
日
曜
日
　
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
会
金

１，
０
０
０
円

申
込
先

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

ま
た
は
各
町
の
会
長
・
女
性
部
長

ま
で
。

│
み
ん
な
で
歌
い
ま
せ
ん
か
│

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
会
員
募
集

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

パ
ソ
コ
ン
簿
記
記
帳
相
談
会

「産直のおいしい昆布どうですか？」と訪問され、産地も
気に入り購入した。（代金9,800円）5,000円はその場で払っ
たが、後で考えると高いし、解約したい。
訪問販売の場合、契約から8日間は無条件解約できるクー

リングオフ制度があります。しかし、これは、指定商品制にな
っており、食品は「健康食品」を除き、指定されていません。
従って、この昆布についてもクーリングオフできません。果物や
鮮魚などを行商人から買った場合も同じです。どうしても解約

したい場合は、業者とねばり強く交渉するしかありません。
また、この他に、指定されている商品でも現金取引で3,000円
以下の場合や、化粧品等の消耗品を使用した場合もクーリン
グオフできなくなります。
クーリングオフ制度は万能ではありません。何よりも契約前
にしっかり考えてから契約することが大切です。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 訪問販売時のクーリングオフ
Ｑ

Ａ

ハナサク

※
申
込
み
受
付
後
、
受
診
票
を
お

送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

★
申
込
み
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
ま
で
ど
う
ぞ
★

時　間 午後1時30分～3時30分
（申し込み時に希望時間をお聞きします）

11月17日（金） 11月 2日（木）

8月25日（金） 8月11日（木）
健　診　日 申し込み期限

ところ 市立加西病院及び健康増進センター

募集人員 1日 40名（先着順）

料　金

子宮がん検診 2,300円
乳がん検診 800円
骨粗鬆症健診 1,000円
歯科健診 無　料

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

医療機関 ＴＥＬ

安 積 医 院 46-0361

天 沼 医 院 42-3636

荒 木 医 院 43-9711

小野寺医院 48-3737

大杉内科医院 47-0023

おりた外科胃腸科 42-6000

小 橋 医 院 42-0412

医療機関 ＴＥＬ

佐 竹 医 院 42-4057

さたけ小児科 43-1717

市立加西病院 42-2200

新和会診療所 44-0225

田仲クリニック42-4950

玉 田 医 院 47-0066

つつみ神経内科45-2050

医療機関 ＴＥＬ

徳 岡 内 科 42-0178

みのりクリニック49-8470

西 村 医 院 49-0001

三 宅 医 院 49-0067

横田内科医院 42-5715

米 田 病 院 48-3591

（50音順）

高齢者の事故が多発
市内交通事故の死者が昨年

と並ぶ5名となり、うち4名が
65歳以上の高齢者の方です。
運転者も歩行者も交通ルール
とマナーを守り交通事故を防
ぎましょう!

交通死亡事故多発
非非非非常常常常事事事事態態態態宣宣宣宣言言言言発発発発令令令令中中中中



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。17

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
８月３日（木）健康福祉会館
８月10日（木）農村環境改善センター・７月19日（水）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
７月27日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境課
■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年５月生れの乳児 ７月25日（火） 午後１時～２時
（６月のみ加西保健所で実施）
《平成12年６月生れの乳児 ８月22日（火）》
■4カ月児健診…毎月第1水曜日
平成12年３月生れの乳児 ８月２日（水） 午後１時～２時
（７月のみ加西保健所で実施）
《平成12年４月生れの乳児 ９月６日（水）》
■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日
平成11年２月生れの幼児 ８月８日（火） 午後１時～２時

《平成11年３月生れの幼児 ９月12日（火）》
■3歳児健康診査…毎月第3火曜日
平成９年１月生れの幼児 ７月18日（火） 午後１時～２時

《平成９年２月生れの幼児 ８月29日（火）》
■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日
希望者 ８月９日（水） 午後１時～２時

《９月13日（水）》
■離乳食講習会…毎月第2水曜日
希望者 ８月９日（水） 午後１時～１時30分
エプロンをご持参下さい。 《９月13日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日
７月19日（木） 午前９時～９時30分

（７月のみ変更です）《８月17日（木）》 講習は２時間程度
※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）
★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。
★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。
★問合先 健康長寿課（電話42-８７２８）

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
破婚の条件 （森村誠一著）
アメリカ彦蔵 （吉村　昭著）
ひとりぐらし（藤堂志津子著）
大風呂敷 （杉森久英著）
暗殺者 （中野孝次著）
てのひらの闇（藤原伊織著）
落花流水 （山本文緒著）
ユタが愛した探偵

（内田康夫著）

夜明け前の殺人（辻　真先著）
日曜日の夕刊（重松　清著）
マダムの幻影（藤本ひとみ著）
深川恋物語（宇江佐真理著）
長崎ぶらぶら節（なかにし 礼著）
春雷 （伊集院　静著）
クロスファイア（宮部みゆき著）
螢の橋 （澤田ふじ子著）

ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
7月 16日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

20日（木） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）
23日（日） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）
30日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）

8月 6日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）
13日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）
20日（日） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）

※変更になることがありますので、お確かめください。

山本隼也
しゅんや

ちゃん（北条町古坂）
1歳11ケ月

〈ママの一言〉
いつも陽気で元気いっぱい

の隼也。音楽に合わせて踊る
ことやアンパンマンが大好き。
3月に妹ができてからは、とっ
てもめんどうみの良いお兄ち
ゃんぶりを発揮。これからも、
素直で優しい子に育ってね。

ママ・由紀子さん

〔おはなし会〕8月12日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・7月20日（木）・21日（金）

私の将来の夢
西在田小学校５年

松　岡　由希子さん

パパパパパパパパ・・・・ママママママママククククララララブブブブ
妊娠５～６ヵ月の妊婦とその夫（予約制）８月19日（土）
妊娠８ヵ月以降の妊婦とその夫（予約制）９月９日（土）

問合先 健康長寿課（電話42-8728）
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く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

物
の
命
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
再

生
修
理
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

８
月
７
日
（月）

加
西
市
農
協
富
田
支
店

午
前
９
時
〜
11
時
（
受
付
）

加
西
市
農
協
賀
茂
支
店

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
（
受
付
）

修
理
内
容

包
丁
・
ハ
サ
ミ
・
靴
・

洋
傘
・
そ
の
他

問
合
先

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会

（
環
境
対
策
室
電
話
42
│
８
７
３
１
）

失
業
や
休
・
廃
業
及
び
長
期
入

院
等
の
理
由
に
よ
り
、
所
得
が
著

し
く
低
下
し
た
た
め
、
納
期
毎
の

納
付
が
困
難
な
方
に
対
し
、
納
税

方
法
等
に
つ
い
て
相
談
し
ま
す
。

実
施
期
間

７
月
17
日
（月）
〜
31
日
（月）

相
談
税
目

市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

市
税
等
の
納
税
相
談

│
物
の
命
を
大
切
に
│

再
生
修
理
会
の
お
知
ら
せ

〒
６
７
５
│
２
３
０
３
　
加
西
市
北

条
町
古
坂
３
│
６
　
柏
原
信
也

（
電
話
42
│
０
４
４
２
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
０

１
８
１
）
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
行
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
事
前
に
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
水

道
事
業
指
定
工
事
業
者
が
伺
い
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

７
月
29
日
（土）
ま
で

対
　
象

偶
数
月
検
針
地
区
（
北

条
・
北
条
東
・
富
田
・
賀
茂
小
学

校
区
）
の
う
ち
有
効
期
限
（
メ
ー

タ
ー
の
ふ
た
の
裏
に
記
載
）
が
平

成
12
年
12
月
ま
で
の
メ
ー
タ
ー

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
上

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
９
５
）

防
衛
庁
で
は
、
航
空
学
生
・
一

般
曹
候
補
学
生
・
曹
候
補
士
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

★
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
養

成
・
６
年
後
幹
部
）

資
　
格

高
卒
（
見
込
）
〜
21
歳

未
満
の
男
女

防
衛
庁
学
生
・

自
衛
官
募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
替
え
に
ご
協
力
を

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

一
次
試
験

９
月
23
日
（土）

★
一
般
曹
候
補
学
生
・
曹
候
補
生

（
現
場
指
揮
官
コ
ー
ス
、
試
験
に
よ

り
幹
部
昇
進
可
）

資
　
格

�
一
般
曹
候
補
学
生
　
高
卒
（
見

込
）
〜
24
歳
未
満
の
男
女

�
曹
候
補
士
　
高
卒
（
見
込
）
〜

27
歳
未
満
の
男
女

一
次
試
験

９
月
16
日
（土）

受
付
期
間

８
月
７
日
（月）
〜

９
月
８
日
（金）

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所
　

（
電
話
０
７
９
４
│
66
│
７
９
５
９
）

対
　
象

旧
軍
人
（
又
は
未
亡
人
）

で
次
の
い
ず
れ
の
恩
給
も
請
求
し

た
こ
と
が
な
く
、
公
務
員
の
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
方

�
普
通
恩
給
＝
軍
人
在
職
年
が
１

２
年
以
上

�
一
時
恩
給
＝
軍
人
実
役
が
引
続

き
３
年
以
上

�
一
時
金
＝
軍
人
実
役
が
３
年
以

上
手
続
き
「
履
歴
申
立
書
」
に
住

所
・
氏
名
・
軍
歴
な
ど
を
記
入
し
、

終
戦
当
時
の
本
籍
地
の
都
道
府
県

援
護
担
当
課
に
提
出

軍
人
恩
給
の

請
求
に
つ
い
て

※
相
談
は
本
人
か
家
族
の
方
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
に
は
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先

税
務
課
収
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
４
）

健
康
福
祉
会
館
で
は
、
高
齢
者

（
概
ね
60
歳
以
上
）
や
障
害
者
の
方

を
対
象
と
し
た
陶
芸
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

期
　
間

８
月
６
日
（日）
〜
平
成
13

年
２
月
18
日
（日）

全
14
回

募
集
人
員

10
名

参
加
費

３，
５
０
０
円（
全
14
回
分
）

申
込
期
間

７
月
24
日
（月）
〜

７
月
28
日
（金）

問
合
・
申
込
先

健
康
福
祉
会
館
　

（
電
話
42
│
６
７
０
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│

６
６
５
５
）

期
　
間

８
月
18
日
（金）
〜
10
月
13

日
（金）
の
毎
週
金
曜
日
（
計
９
回
）

時
　
間

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

人
　
数

先
着
30
名

参
加
料

１
人
　
１，
０
０
０
円

申
込
先

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て

始
め
て
見
ま
せ
ん
か
!!

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

陶
芸
教
室
生
徒
募
集

固定資産税第2期分
国民健康保険税第1期分の納期限は

7777月33331111日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。
問合先 税務課（��8712・8713）

平成12年度
ササササママママーーーージジジジャャャャンンンンボボボボ宝宝宝宝くくくくじじじじ

1等・前後賞併せて3億円

宝くじは県内で!

発売期間 7月17日�～8月4日�
※予約券不用。通信販売有り。

抽 選 日 8月16日�
この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに
使われます。尚、収益金は兵庫県内の販売実績に応じて交付
されますので、県内の宝くじ売り場でお買い求めください。



市内で造った製品を市内で買いましょう。19

お く や み

片岡三和子 70 保一郎 鍛治屋
高見たまゑ 90 光　義 戸田井
西田　文子 75 清　隆 両　月
堀井　光雄 78 光　彦 佐　谷
小田つや子 86 哲　雄 鴨　谷
上野壽美子 64 一　明 西笠原
中村　　實 81 博　實 西剣坂
吉田　榮六 63 寛 小　谷
橘　やすゑ 79 利　行 本　町
福富つゆ子 76 黒石一 中　富
大門イトノ 87 正　男 第2サルビア荘
村岡よしこ 86 久　紀 殿　原
内藤　勇雄 77 定　明 満　久
西井　三二 89 亮　一 福住東
森田よしゑ 86 憲　三 栄　町
田中ゆきゑ 88 和　彦 谷　口
後藤千鶴子 64 次　朗 西　長
西脇　モト 62 厚　博 玉　野
高見いくゑ 96 奎　二 乙和泉
加門よし子 90 賢 桑原田
大西與四郎 75 達　成 西　南
佐伯八重子 75 秀　秋 西笠原
森本　　弘 73 龍　一 三　口
井上　泰典 56 知　也 田　谷
松本　でん 97 隆　秋 山下東
松本　　明 71 康　司 山下東
三宅　亀治 79 善　正 中　野
別府　松次 76 秀　信 別府東
重國佐武郎 70 和　子 本　町
三宅　邦男 79 成　和 西笠原
黒田　　ゑ 84 敏　公 本　町
高橋　宏武 23 正　則 西高室
美濃イトヱ 88 忠　旺 山　田

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（６月30日受付分まで・敬称略）

申
込
先

８
月
７
日
（月）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
〒
６
７
５
│
２
３
９
５
加
西

市
役
所
環
境
対
策
室
（
電
話
42
│

８
７
３
０
）
ま
で

光
と
音
の
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ラ
ン

タ
ン
や
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
も
行

っ
て
い
ま
す
。

夜
間
割
引
入
場
券

大
　
人
１，
５
０
０
円

シ
ル
バ
ー
１，
０
０
０
円

高
校
生
８
０
０
円

小
中
学
生
４
０
０
円

幼
　
児
２
０
０
円

問
合
先

（財）
夢
の
架
け
橋
記
念
事

業
協
会
（
電
話
０
７
９
９
│
73
│
２

５
３
０
）

ナ
イ
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク
へ
行
こ
う
!

ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０

夜
間
開
園
ス
タ
ー
ト

８
月
28
日
（月）
〜
９
月
３
日
（日）
、

県
民
会
館
で
行
わ
れ
る
同
作
品
展

へ
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

資
　
格

県
内
在
住
の
身
体
障
害

者
（
児
）

募
集
作
品

絵
画
、
書
、
写
真
、

細
工
、
和
・
洋
裁
、
編
物
、
手
芸
品

申
込
締
切

８
月
７
日
（月）

問
合
・
申
込
先

社
会
福
祉
課
地

域
福
祉
係
（
電
話
42
│
８
７
２
５
）

市
内
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
こ
ど

も
会
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
古
布
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
、
紙

パ
ッ
ク
、
ア
ル
ミ
缶
・
鉄
類
な
ど

を
回
収
し
て
再
資
源
化
を
図
る
美

美
バ
ー
ス
デ
ー
（
資
源
集

団
回
収
）
に
ご
協
力
を
!

兵
庫
県
身
体
障
害
者

作
品
展
へ
の
作
品
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付
○上宮木 竹原　富枝 5万円
社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○佳月会 8万5千706円

○西村ツ子 1万円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○匿名 2万円
○田町 竹本　幸夫 1万5千円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円
○笹倉 高橋　　清 2万円
○横尾 水田美智子 2万円
○匿名 2万5千円

善意の花束

（受付順　敬称略）

供養預託
○中野 三宅　通義 30万円
○尾崎 岩本　　均 50万円
○上若井 篠倉　継也 50万円

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（��8701）までご連絡ください。

（
申
立
書
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
）

問
合
先

兵
庫
県
社
会
援
護
課
恩

給
係
（
電
話
０
７
８
│
３
４
１
│
７

７
１
１
　
内
線
２
９
９
８
・
２
９

９
９
ま
た
は
社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
（
電
話
42
│
８
７
２
５
））

ご
み
の
再
生
利
用
・
資
源
化
と

減
量
化
を
図
る
た
め
、
加
西
市
の

ご
み
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対
　
象

平
日
の
会
議
に
出
席
で

き
、
ご
み
に
関
心
の
あ
る
20
歳
以

上
の
方
（
他
に
市
の
委
員
を
さ
れ

て
い
る
方
は
除
く
）

募
集
人
員

若
干
名

期
　
間

２
年

│
ご
み
に
関
す
る
ご
意
見
を
│

ご
み
減
量
化
促
進
対
策

協
議
会
委
員
募
集

バ
ー
ス
デ
ー
（
資
源
集
団
回
収
）

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
を
守
り
、
限
り
あ
る

資
源
を
大
切
に
す
る
た
め
に
美
バ

ー
ス
デ
ー
に
ご
協
力
下
さ
い
。

美
バ
ー
ス
デ
ー
日
程

北
条
小
＝
12
月
10
日
▽
北
条
東

小
＝
11
月
26
日
・
１
月
28
日
▽
富

田
小
＝
１
月
28
日
▽
北
条
中
＝
10

月
22
日
▽
賀
茂
小
＝
11
月
29
日
・

１
月
29
日
▽
下
里
小
＝
12
月
３
日

▽
善
防
中
＝
９
月
24
日
・
２
月
11

日
▽
九
会
小
＝
10
月
１
日
・
12
月

17
日
▽
富
合
小
＝
９
月
10
日
・
３

月
４
日
▽
加
西
中
＝
11
月
19
日
・

２
月
18
日
▽
日
吉
小
＝
９
月
３

日
・
２
月
25
日
▽
宇
仁
小
＝
９
月

３
日
・
３
月
４
日
▽
西
在
田
小
＝

10
月
１
日
・
２
月
25
日
▽
泉
小

10
月
15
日
・
12
月
10
日
▽
泉
中

11
月
12
日
・
１
月
21
日



「おおきな木」�

20■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H12.7.1現在（前月比）
人　口／ 52,195（－28） 世帯数／ 15,866（－10）
男　／ 25,351（－10） 女　／ 26,844（－18）

77独特で美しい夏の花
ネムノキ

ネ
ム
ノ
キ
は
、
漢
名
合
歓
よ
り

コ
ウ
カ
と
も
呼
ば
れ
、
山
野
に
生

え
る
マ
メ
科
の
落
葉
高
木
で
す
。
40

〜
60
枚
も
の
小
葉
か
ら
な
る
大
き

な
葉
を
持
っ
て
い
て
、
こ
の
小
葉
が

夜
間
に
は
閉
じ
て
、
ま
る
で
眠
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏
に
な
る
と
、
小
枝
の
頂
き
に

花
柄
を
出
し
、
多
数
の
細
長
い
糸

状
の
お
し
べ
が
、
は
け
状
に
出
た
紅

色
の
花
を
つ
け
ま
す
。
こ
の
花
の
姿

は
、
他
に
類
を
見
な
い
独
特
な
も

の
で
よ
く
目
に
付
き
、
夏
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
花
と
いっ
て
よ
い
で
し

ょ
う
。

果
実
は
フ
ジ
と
よ
く
似
た
豆
果

（
さ
や
）
で
、
中
に
平
た
い
種
子
が

入
っ
て
い
ま
す
。

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

日　時 8月12日（土）午前9時～
場　所 健康福祉会館
対　象 小学1年生～中学3年生
申込先 8月3日（木）までに、はがきに住所・氏

名・学年・電話番号を
記入して、〒675 -
2395加西市教育委員
会内　子ども会事務局
（電話42-8772）まで。

集まれ! ちびっこ棋士
子子子子どどどどもももも会会会会将将将将棋棋棋棋大大大大会会会会

北条鉄道に乗って
カカカカブブブブトトトトムムムムシシシシををををももももららららおおおおうううう!!!!
北条鉄道で北条町駅～粟生間を往復乗車してカ
ブトムシ一つがいをもらいませんか。
日　　時 7月29日（土）・30日（日）の

午前9時30分～午後3時
受付場所 北条鉄道北条町駅
料　　金 大人900円

小人500円
募集人員 先着200名
予　　約 7月25日（火）までに北条町駅

（電話42-0036）へ

吉本新喜劇バラエティショー
日　時 10月1日（日）
①午後2時30分～
②午後6時30分～
場　所 市民会館文化ホール
チケット S席／3,500円

A席／2,500円
（全席指定・8月1日前売開始）
問合先 市民会館（電話43-0160）

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
編集／企画総務部秘書広報課 電話0790-42-8701 FAX0790-43-0291


